
☆天文の基礎知識 見える星(星座)の数の、緯度の差による違い

私たちが住んでいる地球がボールのような球に近い形をしているので、地面(地平面)に対する

星の出 没の角度や速さなど、星の一日の動き方が下図のように場所によってさまざまです。

また、それぞれの所から見える星(星座)の数は、緯度が同じ所では同じですが、緯度が違えば

違います。
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かたむ

(赤道と黒石市の場合も地平面が水平になるように 傾 けると分かりやすいでしょう)

赤道上にある地点の地平面はどこでも星の出没に垂 直なため、一日中に必ず全部の星が地平

面上に現れます。二第、帯き轟や南極の地平面は星の一日の動きと平行なため、約半分の星し

か地上に現れていません。

赤道上と北極。南極以外の所で見える星の数はその中間で、赤道に近い所ほど多く、赤道から

離れて北極や南極に近づくほど少なくなります。

黒石市の緯度は北緯40.60くらいで北極より赤道に近いので、見える星は全体の約8割くら

いで、 88ある星座の全体が見える・のは58星座、一部が見えるのが14星座、まったく見えな

いのが16星座です。

雄今年のおも在称シ霊ニ
3月2日 夕方の西空で金星と木星が大接近

2月下旬からしだいに近づいてきた二つの惑星が、

この日に大接近してすぼらしい光景になります。双

眼鏡や望遠鏡がある人はぜひ向けてみてください。

大接近のあとも観察をつづけるとおもしろいですよ。

西の空1 9時ころのようす

9月21日 アンタレスが月にかくされる

夏の代表星座:さそり座の赤い1等星アンタレスが

月にかくされます。潜入(月にかくされる)時はま

だ空が明るいので、出現(月のかげからふたたび出

てくる)時の瞬間を観察するのがおすすめです。

図は「藤井旭の天文年鑑」より


